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与を試み興味ある成績が得られたので報告する.症例吏

LdiffuselこIrgeCelltype.Bcelll.stIlgt71lLIJ.:､･l二診断さ

れた.CI101'療法を1989年5月より1990午1日まで

計1OTJ-′LH.＼Ⅰ~)R∑600111L,l施行し寛解を維持してい

氏,19割 年2月右上肢痛出現中5月右液寓をこ感療出現

し右上肢不全麻樺となる.6月幾枚にてリンパ腰再発の

診断.7月当村紹[トされ入院と在る.i,tOPOSid(､こiO(卜

ll)(X)ITlg~d野 を1(卜 12r-lに1回..汁5'7-----JL(3･!10Omgl

の捜 Ej-,を行-､た.抑 臣勘ことT1-日'Al)Iく.＼rill(､ristine.

(二sr1:15.'EL.(･1こ11.(.中外1皮 卜汁/:･1㌢川jした.結果 :3

･T'1-,L-て完全寛解が酢､-′吊 こ .経過申,t']lfIL球戯Lltl直15()()

毎まで発熱なし 食欲不振があったが曝気 ･曝畦はなく

粘膜障害もほとんどなかった.貧血が進行性で Hb8.5

窟/diまで減少 したため5タ-ルで治療を中断 した.考

塞 :離叩OSide大豊間欠投与は安全で有効であった.

28)肉腫患者をこおける細胞性免疫能が)変化とそ

の検討

二‥皇 ∴∴ ' ● . ∴ ∴

藤癌免疫をこおいては細胞性免疫が重要な役割を果たしプ

たかでも naturこ11killer緋l胞 (1'1ドNK 細胞1｣川和括

細胞障害活性が強 く宿主抵抗性歯帯の中心である中NK

細胞活性の低下で臓器転移が増加すると言われており,

骨軟部肉腫症例の予後との相関をみる足かがりとして化

学特法中LT)NK細胞活性と 11_J･.2度生徒L')変化に/~､〕い

て検討 した.症例は新潟大学附属病院整形外科にÅ院 し

た骨歓部肉腫10症例で,シスプラチン,(以下 CDDP)

ア ドリアマイシ,/ (以下 ADR)併用療法またはメソト

レキ女川 卜 (以下 MTX)大量療法を行うものを対象と

した,結果は NK細胞活性は治療前には基準値よりも

高値をとるものが多かった.CDDP,ADR投与群では

化学療法し')前後で NK細胞活性は 卜拝し,MTX投与

群では低下 した.化学療法による NK細胞活性と 軋-

2産生能の変化は両者が同様に変化 し初回以後は低値を

示すタイプ1,初回以後も治療前のレベルを保つタイプ

2,両者が相反するタイプ3,の3つに分けられた｡

29)放射線心障害の3例
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( 同 病理f十1

放射線によると思われた心障害の3例を報告する.3

例とも以前は心疾患はなかったが超高圧Ⅹ線の照射後をこ
心疾患が出現 した.3例とも癌の再発は認められなかっ
上.

症例 1は､(V f男性で 卜部食道癌に対して計 7(llOLIGy

を照射 し,その6ケ月後より右心不全症状が出現 した.

大慶碍心廃液貯留と三尖弁,僧帽弁などの閉鎖不全を認

めた中心廃液はぬ性で一回の穿刺排液で以後消失したが

右心-1く仝状態は続し､ナ∴ 症例2ぼ.5Ll才女I牛で左側乳癌

ケ月襖に無症状であったが心電図異常と心褒液貯留が認

められた.その3ケ月後に心藩液は自然消失した.5Fu,

cyclo油Osphamide,MMCなどの化学療法を併用 して

いた.症例3は,64才女性で悪性胸腺腰の術後に前胸部

をこ5000cGyを照射 した.7ケ月後より血性の心褒液

が貯留 LJJ_.収縮性心外膜炎も合fT日 ,繰り返 し穿刺排

液 したが難治であった.
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